
令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

認知症対応型共同生活介護

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）

①今回の新型コロナウィルスへの対
応をまとめ上げ、マニュアルや手順
書づくりに繋げる事が期待される

①事業所内だけでなく、法人事業部
内での対応を取りまとめ、感染症委
員会を中心に今あるBCPの改定や
必要なマニュアルの作成を行ってい
く。

①BCPの見直し改定を実施。（10月）
　感染症対応のマニュアル作成予定（令和4年3月までに完成予定）

②居室担当制のさらなる充実が期待
される

②居室担当制での活動の幅をひろ
げ、職員がご利用者・家族との関わ
りを深められるような取り組みを実施
し、考えて動ける職員育成手段のひ
とつとして発展させていく。

②居室担当制での活動企画を実施。（レクリエーションの調理・工作を毎
月提案）適宜、担当者会議にて担当者が参加している。

③多く収集したヒヤリハットのさらなる
活用が期待される。

③リスク委員会を中心とし、事業部の
リスク委員会との情報共有を行い、ヒ
ヤリハットの分析を行い、職員に対し
ての研修の場など確保し、事故報告
に努めていく。

③毎月、リスク委員会を開催。事業部内での情報共有をもとに、所内の
ミーティングにて情報共有。ヒヤリハットなどの内容から、環境の見直し
等実施している。感染症対応研修（11月・12月実施予定。）個別の緊急
時対応研修（11月実施予定。）
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令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①すべての職員が介護計画を理解し
統一したケアが実施できる取り組み
が望まれる。

①ケア会議等、ケアについて話合い
をする時は介護計画を声に出して読
み、見聞きする機会を増やしていく。

①人手不足で日々の業務に追われ、介護計画を全員が読み込み理解
するまでには至っていない。数名の職員（主に常勤）は意識している。

②利用者保護の視点から、ケアに虐
待の芽がないか、もう一度職員で見
直す。

②定期的にチェックシートを実施し、
振返りを行う。内容を細分化し短時
間の学習を実施していく。

②年1回の研修と虐待の芽チェックリストのみなので、2021年度から法人
全体で3ヵ月に1度はチェックリストの記入を行い、意識づけしていくよう
話し合いをしている。

③リスクマネジメントの確立、BCPの
策定が急務である。

③法人・事業所でBCPの作成を行
う。

③事業所の責任と管理で月１～２回の頻度で進めている。（2021年度4
月～実施）

世田谷
グループホー
ムさくらの家



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①利用者の認知症状の変化、ADL変
化に対し根拠を持って、より良い支援
を展開していけるよう、職員のスキル
アップを図っていく。

①介護データの把握及び変化には、
専門職よりアドバイスを受け、根拠あ
る介護を図る（科学的介護推進）。
本社担当と定期的なデータによる検
証で利用者の変化とケア内容の見直
しを共有する。

①【社内】自立支援ケア検討会（毎月確認）
    条件：毎日のデータを共有（本社/事業所）
　　１、水分の提供量について主治医と相談し、個別目標設定に変更、
　　　　実施
　　2、低栄養：アルブミンチェック→プロテイン使用実施(継続）
　　３、服薬状況チェック：向精神薬については→メンタルＣＬ医師と相談
　　　　、調整

②働きやすい職場づくりの為、意見
を挙げやすい環境を考察、設定す
る。

②会議開催に「日勤」を配置や夜勤
者の勤務時間を考慮するなどの柔軟
性を持つ。

②１、定期面談でヒアリング実施(継続）
　 ２、自立支援検討会や家族への報告書作成に日勤を配置する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（継続）

③グループホームとして、「認知症」
のより深い理解とケアを職員とともに
ご家族にも行っていく。

③運営推進会議において、医療関係
者や地域包括担当者による最新の
情報提供や勉強会などの開催、家族
レターに資料等を同封する。

③勉強会、運営推進会議等は自粛(継続）
　下記内容は、２の取組みにより実施
　１、家族レターによる状況報告
　２、地域包括への情報提供、共有(報告書等）
　３、Ｗｅｂによる勉強会実施

世
愛の家

グループホー
ム桜新町



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①様々な場面で過剰介護ではなく先
を見通して危険回避できる支援を希
望する。

①過剰介護にならないよう各入居者
の能力をカンファレンス用紙を使用し
て（できる・できる可能性がある・でき
ない）などの評価をして職員間で共
有する。危険回避のためのヒヤリ
ハット報告書をたくさん出す。

①カンファレンス用紙を共有することにより新たな発見ができ、ケアプラ
ンに反映できてきた。事故委員会よりヒヤリハット報告書をたくさん書くよ
う促している。

②想定外の事象にも配慮した事業継
続計画の策定をお願いしたい。

②新型コロナウィルス感染症などの
感染症対策や災害を含めて、事象に
も対応できるＢＣＰ（事業継続計画）
の策定をする。事象を想定した訓練
を実施する。

②ＢＣＰ（事業継続計画）の策定まで至っていない、早急に策定できるよ
うに本部との連携を深めていきたい。

③新しい生活様式を取り入れながら
ボランティア等の受け入れ再開を期
待する。

③新型コロナウィルス感染の状況や
ワクチン接種の状況を踏まえてボラ
ンティア活動の再開をしていく。ＷＥＢ
でのボランティア活動も提案してい
く。

③入居者や職員はワクチン接種2回目を7月上旬に終了したが、まん延
防止等重点措置や緊急事態宣言の中、ボランティア活動を中止せざる
を得ない状態にある。ＷＥＢでの活動も提案できないでいる。

北沢
グループホー

ム　ウェル
ファー



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①日常業務からの体験や内外の研
修を通じて、認知症について更なる
理解を深め、外部への発信に努める
ことが期待される。

①事業所の目標を揚げて取り組んだ
内容などを取りまとめて、法人ホーム
ページ等を利用しながら情報を発信
していく。

①日々の取組みについてブログに掲載している。掲載していることで見
学者の方々から入居者の表情がよくわかるとのお話を聞いている。

②グループホームとしての本質を維
持するための更なる経営努力を期待
する。

②認知症を発症しても、役割をもち、
その人が自分らしく自立した生活を
営めるよう支援していくことがグルー
プホームで求められる機能であるこ
とを施設全体で共有し、外部に向け
て発信していくことで事業所の役割を
周知し、稼働率向上と安定収入の努
力をしていく。同時に必要経費などの
見直しを図ることで安定的な経営を
目指していく。そうすることで本来の
機能を維持し、安定運営に努めてい
く。

②令和3年7月のパンフレットの修正に加え、施設掲示板の活用を開始
している。現時点では空きがある状態ではあるため、引き続き外部への
情報発信をしていく。

③法人の多彩な人材と認知症に関
する知見や経験を活かして、認知症
について地域に働きかけることが望
まれる。

③本年度は新型コロナウィルス感染
防止のため実施できなかったが、例
年は法人内で認知症カフェなど実施
し地域に向けての活動をしている。
今後も継続的に活動していくことで地
域へ働きかけを実施していく。運営推
進会議等でも情報発信をしていく。

③認知症カフェは毎回ではないが、参加させてもらい地域の方々と接し
た際に、質問等に回答する形で認知症やグループホームについて情報
を発信している。コロナ感染が終息した際には、地域に向けた見学会な
ども開催したい。

玉川
グループホー
ム奥沢・共愛



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①職員体制が不安定な状況のため、
研修機会の減少や入居者サービス
に偏りができないか心配である。

①法人本部と連携を図り、職員を増
加させていくなど人材を確保する。ま
た業務内容を見直し、余暇活動に充
てる時間などをより一層作る。

①定期的に職員募集広告を出しながら、また人材紹介会社から職員確
保に努めている。他、オンライン研修を活用した職員教育を実施してい
る。

②事業継続計画（ＢＣＰ）は作成した
が、内容的にはさらなる充実を図りた
い。

②事業継続計画（ＢＣＰ）作成研修の
参加や手引書の見本などを確認しな
がら、内容の充実を図っていく。

②コロナ禍でのＰＣＲ検査、予防接種の実施などに時間がかかり進捗し
ていない。

①記録することの意味や根拠を明確
にし、利用者の情報を漏らすことの
無い仕組みづくりと情報の共有。

①担当者会議を行い記録することの
根拠　情報漏れの無い仕組みづくり
申し送りの徹底を行う。

①ミーテイングを月一回行い、全職員参加し意見交換を行った
②個人ファイルの活用を行い居室担当を決め、月1回イベントの担当者
を決め実行。

②ルーティンワークの中で指示待ち
ではなく、利用者支援のアプローチな
ど職員自身が考えて積極的に行動
する体制が求められます。

②利用者の個性を尊重し、その人ら
しさをなくさないを実践する。
③アセスメントを活用し、再度利用者
の情報収集を行い利用者のできるこ
とを再確認する。

③きずきノートを作成、申し送りの徹底情報収集、共有の仕組みづくりを
行った。

中町グループ
ホームふるさ

と
玉川

玉川
ニチイケアセ
ンター用賀



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①重大災害に対する避難訓練は定
期的に実施しているが職員共に事業
継続計画を検討し、職員間で共通認
識が持てるようしたいと考えている。

①洪水時の避難確保計画やコロナ
感染症予防について、マニュアルは
作成されているがホーム保全につい
て各スタッフが意識し主体的に取り
組むことができるよう、本社運営統括
部と共に事業継続計画の作成と理
解、周知を図っていく。

①新たなスタッフが入職した際には積極的に避難訓練に参加するように
した。また、昨今の地震の頻発に伴い備蓄の確認、避難経路や停電時
の対応をシュミレーションした。先日おきた停電では落ち着いて対応する
ことができ訓練の成果が見られた。

②苦情相談窓口については相談あ
るごとに周知に努めているが、今後
は3カ月に一度のケアプラン更新の
際にもご家族へ説明し徹底したいと
考えている。

②年４回を基本としたご家族へのプ
ラン説明時や家族が集まるイベント
等で説明を行い周知していく音で、い
つでも意見が言える開かれたホーム
を目指す。

②コロナ禍で家族が集まる機会を持つ事は出来なかった。苦情相談窓
口についてのアナウンスは新入居の契約時、またケアプラン説明時にご
家族へ周知継続を行った。管理者以外、フロア長や計画作成担当も苦
情相談窓口を再確認し、しっかり説明できるようにした。毎月ご家族へお
送りする近況報告にも周知の記事を載せるようにしている。

砧
グループホー
ム　ひかり世
田谷宇奈根



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①ご入居様の日増しに変化する心身
機能の変化に目を向け、認知症上の
進行や身体の重度化、虚弱化を意
識したケア方法検討への取り組み。

①日常的な家事参加の機会の提供
や、季節感のある行事、趣味活動を
提供する。

①入居者が毎月の行事を楽しみにされており、毎年やる内容が変化し
ており趣向をこらした行事ができている。また家事活動やレクに関しても
普通やらない方にも声かけやアプローチをしあってい頂けることもみら
れた。

②様々なリスク対策に加え、新型コ
ロナ対応のシュミレーションでいざと
いう場合への備え、水害等への対策
強化の取り組み

②リスクに対する訓練と対策を講じ、
ヒヤリハット提出の個人差が出ない
よう目標設定で推進を考える。

②コロナ対策や災害時への対応の社内研修に加え、毎月一人１枚以上
のヒヤリの提出の目標設定を実施。出た件数を毎月の全体会議で周
知、検討・対策までを実施している。

③ご入居社様のケアプランの理解
や、確実な支援、記録内容等スキル
アップへの取り組み

③支援方法、記録内容の個人差は
リーダーが指導、また練習シートを用
い指導を行う。

③ケアプラン更新時には職員に周知できるよう開示用ファイルの作成を
し、いつでも閲覧可能にしている。

砧
たのしい家

宇奈根



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①今回の新型コロナウィルス禍の中
での支援や対応等をさらに詳細なマ
ニュアルや手順書として作成すること
が期待される。

①ＢＣＰ作成をしているが、内容が不
十分のため厚生労働省の出している
マニュアルを参考にしコロナウィルス
禍の対応方法を作成する。

①ＢＣＰ作成はコロナウィルス対策の箇所に関しては見解等の変更など
あり都度変更してある程度対応するマニュアルに放っている。

②収集したヒヤリハットを利用者別に
分け、安全のための手順書に繋げる
ことが期待される。

②毎月ヒヤリハットは集計して事業
所としての傾向を浮き彫りにしマニュ
アル作成や研修実施等していく。

②ヒヤリハット集計は継続して実施している。傾向などは見えてきている
部分で会議等で対応策に活用できているが、マニュアル作成等は出来
ていない。

③職員へのさらなる育成が期待され
る。

③事業部内研修参加を計画的に実
施。事業所内研修も実施しオンライ
ンでの研修参加機会創出する。

③事業内研修でZOOM活用してのオンライン研修などで研修参加率は
上がっている。

砧
優っくりグ

ループホーム
鎌田



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①基本事項や手順に的を絞ったマ
ニュアル作成と整備

①介護現場では手順書やマニュアル
だけでは対応が困難な事例も多い
為、基本的な事項についてのマニュ
アル化、イレギュラーな事例について
はその場での話し合いにて情報共有
を図りながら円滑な業務進行を目指
す。

①別冊で業務日報以外に、特に内服薬等、薬にフォーカスしたノートを
個人別に作成。個々に時系列で内服の経緯やその結果等の情報共有
をし易く工夫を行った。

②施設独自のBCPの早期作成
②法人全体のBCPの他に自力で事
業を継続する手順や方法の検討が
必要。

②一番協力の得やすい法人内の事業所が改修工事となってしまい、代
替え施設での運営を1年間行った。その為具体的な方法の検討はなか
なか行えなかった。

③虐待の芽チェックリストの活用

③防止の意識付けには今までの対
応の一歩先に進んでどのようなこと
が虐待に値するかを明確に認識する
ことが必要。チェックリストの積極的
な活用が必要。

③申し送り等で困難事例があった場合、その情報を共有し一個人だけ
で考えず、周囲との共通の問題として意見を出すことで、虐待防止の手
法の一つとした。

喜多見グルー
プホーム

かつらの木
砧



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①介護計画の作成手順、見直しの時
期等を定めた明確な基準の作成が
期待されます。

①介護計画作成手順や計画見直し
の時期を明確に定めた基準を作成
中。

①介護計画作成手順、ノバビル分１４束ケアプランに必要な書類と内容
等を定めた手順書を作成しました。

②事業継続計画の策定が期待され
ます。

②法人等と連携し事業継続計画を策
定し、策定後は職員への周知をして
いく。

②事業継続計画作成済みです。議会の場で職員へ周知いたしました。
砧

花物語せたが
や西



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①記録ソフトのさらなる活用により、
業務の省力化を図ることを期待す
る。

①現在、ICTを利用した業務の省力
化を図っているが更なる改善を図っ
ていく。例えば現在紙ベースで管理し
ている情報のデータ化、共有化。

①今年からLIFEの活用することを始めた。LIFE登録した内容をアセスメ
ントとして活用開始している。

②新任職員が認知症ケアの専門職
として求められるスキルを段階的に
習熟していけるような育成の工夫を
期待する。

②東京都の基礎研修を順次受講し
てもらう。ケア会議時に毎月必要な
研修を行う。ケア会議時利用者様の
事例検討会を開催する。

②東京都の基礎研修に受講してもらう予定だったが、受講が決まらな
かった。その為、4月から新人が必要なスキルを網羅した研修計画を立
てて、新人職員が参加できるようにし実行している。また、初任者研修
等、世田谷区の助成があることを周知し、積極的な資格取得を促した。

③家族ニーズを把握し、家族と協力
して利用者支援のさらなる充実を
図っていくことを期待する。

③半年に一度、あるいは年に一度程
度、アンケートを実施し家族のニーズ
の把握に努める。

③あかり通信を年に2回発行している。今年からあかり通信を送る際、ア
ンケートを実施する予定。結果は人員不足、コロナも重なり、十分な時
間を確保できずアンケートは実施できなかった。

グループホー
ムあかり砧



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①第三者評価のアンケート結果等を
踏まえたサービス改善

①１．ケアプランの説明、日々のご様
子の伝達等、情報提供の工夫。
　２．居室清掃の強化
　３．第三者機関としての相談窓口周
知

①１．ケアプラン更新時には郵送後、電話にて口頭での説明の機会を作
り、ご納得いただいてから捺印、返送してもらっている。また去年よりオ
ンライン面会も実施しており数名が実施している。
　２．毎日の清掃（洗面周り清掃、床掃除機がけ）に加え、月1回以上の
床水拭きの実施。各居室担当により居室の衣服、持ち物の整理を行う。
　３．契約時の周知は継続して行っている。また、再度のお知らせとして
案内文を請求書に同封し一斉送付する。

②業務省力化を推進し、書類整備を
行っていく。

②令和3年5月より書類の電子化を実
施する予定。また、それに伴い重複
している記録類や簡素化できる書類
の見直しを行っており、記録業務の
負担軽減を図っていく。

②記録の電子化について、当初予定より遅れが発生したが、7月に導入
済。慣れるまでそれほど時間を要せず、かなりの負担軽減となってい
る。継続してアプリの改善を図っていく。

③業務改善に活かす内部研修の実
施について検討を行う。

③法人と連携し年間計画の策定、研
修資料の作成、研修実施を行う。計
画においては必須の研修、ケアの質
向上における研修に加え、情報共有
の在り方や業務の進め方なども含
め、様々な機会をとらえて業務改善
に向けた研修を実施していく。

③基本的な研修については年間計画を策定済。4月権利擁護・身体拘
束、5月避難訓練・緊急時対応、6月感染症（食中毒）、7月理念・行動指
針の振り返り、と毎月研修を実施。
業務改善に向けた研修については実施にいたっていないが、フロアミー
ティング、リーダーミーティングにおいて課題を抽出しており必要な研修
テーマを模索中。

グループホー
ム千歳台さく

らそう
砧



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

①職員育成とボトムアップ型の組織
作りには、まだ改善の余地が残され
ているので計画的に取り組んでほし
い。

①個別研修計画を活用し、個人育成
目標・計画を具体化し、育成へ繋げ
る。ホームのマネジメント体制が有効
に働くよう、運営体制の検討を行い
実施する。

①オンライン研修を受講し、個々の能力の向上を目指した。ホームのマ
ネジメント体制が有効に働くように、それぞれの職員の役割の確立、支
援の質の向上を目指し、スーパーバイザーである管理者が各フロアで
勤務に当たりながら指導を行っている。徐々にではあるが、チームでの
決定・判断力、個々の職員の考え実践する力が身についてきている。

②コロナ禍、「働き方改革」を鑑み、
ケア会議などの時間・方法の機動性
を検討していく必要があると思われ
る。

②ミニカンファレンスなど短時間で行
える仕組みづくりを検討し、実施・評
価する。その際に、職員の負担にな
らないような時間・方法についても考
慮する。

②ヒヤリハット事例、事故が起きた際にはチームカンファレンスを行い、
支援内容の改善を行ってきた。月一回のチームの会議では一人の職員
への負担を減らすために、司会・書記を持ちまわり制として実施。

③紙のマニュアルを電子化し、さらな
るICTの活用が進められることを期待
した。

③マニュアルの電子化・その方法に
ついて検討し、内容の見直しを図る。
それらをICTを活用することで、情報
の一元化を図り、支援や職員の能力
及びサービスの向上へと繋げてい
く。

③マニュアルの電子化は行えていないものの、ICTを活用し、家族との
交流及び各フロアや連携機関との情報提供のツールとして活用できて
いる。

烏山
グループホー
ムかたらい



令和２年度　第三者評価結果に係る改善課題、取組方針及び取組結果

　改善のための取り組み方針 実施状況（令和４年３月現在）
地域 事業所名

事業所の取組方針・実施状況
令和２年度 評価結果に係る

改善課題

1.日常生活がわかるように、家族に
利用者の様子を配信する取り組みを
期待している。

1.請求書発送の際等、日々の生活が
わかる写真等を同封し、ご様子がわ
かるようにしていく。

1.請求書発送の際、写真等を同封するように変更した。

2.マニュアルを基本とし介護度と介護
量のバランスを取る理解を深め、ス
キルの違い等の改善の取り組みの
継続が望まれます。

2.ミーティングや勉強会の開催を継
続して実施し,ご入居者様一人ひとり
に適した介護内容を実施していく。

2.定期的に介護研修（実技含む）を実施した。

3.地域住民や町会との交流や連携す
る事で、ホームが「第二の我が家」に
なる取り組みが継続されることに期
待します。

3.新型コロナの影響により、地域との
交流ができなくなっているが、状況が
好転した際には、地域のお祭りの参
加等をおこなっていく。

3.新型コロナ感染予防の為、地域交流は引き続き中止している。今後の感染状
況を確認し、再開できるようにしていく。

烏山
グループホー

ムつどい
「島田屋」


